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1月27日（金）、来年度入学予定の小学校6年生が来校し、「交流学習会」を実施しまし

た。この学習会は、「AFPY」と呼ばれる体験学習を通して、小学校間の交流を図ることを

目的としています。当日は、平井様、片山様をAFPYの講師としてお招きし、さまざまなプ

ログラムを行ってもらいました。

最初は、緊張が見られた児童たちでしたが、すぐに明るい笑顔で活発に活動し始め、違う

学校の同級生たちと積極的に親睦を深め始めました。限られた時間ではありましたが、参加

した児童たちにとっては、大変、有意義な時間になったようです。入学後は、今回のように

仲間と協力することを大切にし、柳井中の伝統である「集団力」を育んでほしいと思います。

２月３日（金）、２年生の「立志式」を実施しました。
本年度は、【第１部】と【第２部】に分けて行い、まず【第１部】では、各クラスの代表

者が体育館のステージに立ち、堂々と自分の目標、思いを語ってくれました。体育館に全員
が集まるという形はとれませんでしたが、他の生徒は教室で、ライブ配信にて代表者の発表
の様子を視聴しました。

【第２部】は、各教室で生徒一人ひとりが「立志宣言」を行いました。
それぞれが語る宣言には、自分の未来をたくましく生きて行こうとい

う強い決意があふれており、頼もしさを感じました。また、担任の先生
からは激励の言葉が送られ、生徒たちは真剣に聞き入っていました。
自分の夢や目標を実現しながら、社会に貢献できる人になってくれる

ことを願っています。
お忙しい中、御来校いただき、発表を見守っていただいた保護者の皆

様、誠にありがとうございました。

１組代表：藤田くん ４組代表：古川さん２組代表：好村さん ５組代表：香川くん３組代表：折中さん

「論語」の言葉を紹
介する３組担任の内
山教諭

※小学生の写真については、加工処理を施しています。



1月30日（月）、本年度3回目の学校運営協議会を開催しました。
今回は、柳井中学校区の児童生徒がめざす姿として小中学校で共有している「ふるさとを

思い 未来を拓く しらかべっ子」の実現のために、「中学生が取り組みたいこと」を生徒
自身から、学校運営協議会委員の皆様や、小学校の校長先生方に発表しました。その後、そ
の発表を受け、「それぞれの立場から何ができるか」を生徒、教員、学校運営協議会委員、
校長先生方が一緒になって「熟議」を行いました。
年齢や立場が違っても、「よりよい学校をつく

りたい」「小学校と中学校がどんどん協力したい」
「活気のある地域をつくりたい」という思いは共
通しています。学校、保護者、地域のつながりを
大切にしたいと改めて感じた時間でした。

1月25日（水）、本校の岩田教諭が2年4組で「道徳」の公開
授業を実施しました。
市内の小中学校の先生方、柳井市教育委員会の方々、学校運営

協議会委員の方々に御参加いただき、本校の授業づくりについて、
さまざまな御意見をいただくことで、授業改善を推進することを
めざしています。
主人公の「心の葛藤」を扱った題材を読み、「自分が葛藤に直

面した時にはどうするか、何をたよりにするか」について真剣に
考えた生徒たち。多様な思いが表出し、議論が白熱しました。
今回の授業の特徴は、【保護者】の方に参加していただいたこ

とです。生徒の中に入っていただき、同じ問いについて、一緒に
考えていただきました。

中学生とは違う、「大人の視点」「親
としての視点」からの意見を出していた
だくことで、生徒の学びがより深いもの
となりました。
今後も、保護者や地域の方々とともに

学ぶ機会をつくっていきたいと思います。

御協力ありがとう
ございました。

「熟議」とは…
①多くの当事者（保護者、教員、地域住民等）が集まって、
②課題について学習・熟慮し、討議をすることにより、
③互いの立場や果たすべき役割への理解が深まるとともに、
④解決策が洗練され、
⑤個々人が納得して自分の役割を果たすようになる、
というプロセスのことを言います。 「子ども」と「大人」が熱い議論を交わしました。


